
今月の読み物

＜新木場＞気になるスポット 
東京へリポート

月報委員　日向進

　 7月初旬、以前から行ってみたいと話が出ていました、東京へリポートに取材の申し込みをしました
ところ、念願だった東京都港湾局ヘリポート担当の藤ノ木功様よりお話を伺うことができましたので、
少しだけご紹介をさせていただきます。

　昭和30年代からヘリコプターは、広範囲にわたる運行距離と小回りのきく操縦性能があること、用地
面積や工事費用も少なく、その性能と経済性についてのメリットが注目され需要が増え続けてきました。
こうした需要に対応するため、新木場に東京ヘリポートが整備され、昨年で開港50周年を迎えたそうで
す。
　東京ヘリポートは、全国12ヵ所ある公共用ヘリポートの一つ、驚いたのは着陸 1回につき￥1300（6t
以下）との金額で安く、民間になると約10倍を超えるところもあるとの事。東京へリポートには、ヘリ
コプター大小38スポット（大10直径26m、小28直径15m）を備え、年間の着陸回数は 1万回を超え、全国
公共用ヘリポートの 2分の 1を占めます。格納庫には新聞社やテレビ局、消防庁などのヘリが待機して
おり、災害事故などあればすぐに飛行する体制が整っており、多彩な場面で重要な役割を果たしていま
す。

東京へリポートの位置（東京都港湾局HPより掲載）
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4 人が集まり、録音スタジオの屋上でライブを行
うまでの22日間の様子がこのドキュメンタリーで
は描かれています。22日間で新しい曲を作って披
露するってかなりのハードスケジュールなのです
が、ジョンとポールがそこに向けて一生懸命に昔
のようなBeatlesを構築していこうとする姿が
ファンとしては胸を打ちます。前に上映されたド
キュメンタリー映画「Let It Be」ではジョンと
ポールの二人の仲が悪いところや、オノ・ヨーコ
の存在がかなり悪く描かれていましたが、今回の番組では、そんなことは全くなく、メンバーの仲が良
くふざけあっているところが映し出されていて、これが本当の彼らの姿なのだと嬉しくなりました。第
一部ではジョージがへそを曲げて帰ってしまう場面もありますが・・・その後、ジョンとポールが自分
たちが悪いのだから何とか謝って元に戻るように喫茶店で画策している場面があります。これも隠しマ
イクで二人の本音の話が聴けて感動しました。今回のDisney+で配信されている「Get Back」はBeatles
ファンでなくても楽しめると勝手に思っています。
　「Love Me Do」で1962年デビューして1970年解散するまで、わずか 8年間の活躍でしたが、60年を過
ぎた今でも楽曲だけでなく、文化にまで大きな影響を与えてくれました。不良の温床とまで言われた音
楽がクラシック音楽家にも愛され、教科書にも載っています。僕も不良にならずに永遠のファンです。

THE BEATLES日本公演
＜セットリスト＞
Rock And Roll Music
She's A Woman

If I Needed Someone
Day Tripper
Baby's In Black
I Feel Fine
Yesterday

I Wanna Be Your Man
Nowhere Man
Paperback Writer
I'm Down

 https://www.disneyplus.com/ja-jp
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　ヘリコプターは向かい風に向けて離陸するため、東京へリポートは立地を考慮して南北に向かって滑
走路が作られ、風向きによって離陸する向きが変わります。取材した当日も、東京ヘリ遊覧のクルージ
ングを待っている外国の観光客の人がたくさんいました。いま人気の観光スポットのようで、スマホ片
手にとても興奮していました。
　厳重なセキュリティーがあり、限られた範囲の取材ではありましたが、快くご協力いただきました藤
ノ木様、貴重なお時間、大変にありがとうございました。

 

所定のスポットに離着陸する様子

（左から）日向、豊田副理事長、深谷委員長、藤ノ木功課長代理、関野副委員長
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